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はしがき 

 

和歌山大学観光学部における「地域連携プログラム（LPP）」は、前身となる「地域インタ

ーンシッププログラム（LIP）」の取り組みをリニューアルする形で 2022 年度より再スタ

ートし、3 年が経過しました。LIP の時代を含めると、2008 年度に開始されて以降、これ

までに 203 件のプログラムが実施され、延べ 2200 人以上の学生が地域での様々な活

動を通じた実践的な学びの機会を得ています。今年度は、連携教育型 15 件、学生主導型

2 件の計 17 件のプログラムを実施することができました。学生の受け入れやプログラム

の実施にご尽力いただいている地方自治体や関係諸団体の皆様のご支援とご協力に、心

から感謝を申し上げる次第です。 

さて本学部は、「観光経営」「地域再生」「観光文化」の 3 つの基本領域を軸として、これ

らの領域を融合的かつ横断的に学ぶカリキュラムに取り組んでいます。高度な専門性と現

場での創造的実践力を獲得することを目標に、国際性を養う教育と国内外の地域の諸課

題に向き合う実践型教育を重視する本学部のカリキュラムにおいて、地域の現場で起きて

いる事柄を身をもって学ぶことができる LPP は、LIP の時代より観光学部の実践型教育

の一翼を担う取り組みとして重要な位置を占めてきました。 

冒頭に触れた LPP へのリニューアルは、学生の実践型教育プログラムとしての基本に

立ち返り、地域の皆さまにも学生を育てていただく中で、学生たちが主体性を発揮し、地

域との連携・協働による活動を発展させることを意図しております。活動の中心となるの

は知識や経験も未熟な学部の１・２年生であり、関係の皆さまには様々なご負担をおかけ

する場面もあるかと思います。また、活動の結果として、現地調査や商品開発、イベント開

催などの成果も多く得られておりますが、一方で想定通りに活動が進まないケースも見ら

れるかと思います。学生たちにとっては、そのような経験も含めて貴重な学びであり、自

分たちの考え方や動き方、コミュニケーションの取り方など、活動のどこに問題があり、改

善のために何をすべきかを地域の方々とともに試行錯誤するプロセスが、LPP において

はより重要です。そうした着実なプロセスの先に、学生のみならず地域の皆さまにとって

も、新たな気づきや、小さくとも意味のある成果が得られるならば、LPP は地域の皆様に

とっても価値ある取り組みになるものと考えております。 

LPP の取り組みを、大学と地域の双方にとって実りあるものとするため、今後ともご支

援ご協力を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

2025 年 3 月 

和歌山大学観光学部 

地域連携委員会 永瀬節治 
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１．LPP の概要とこれまでの歩み 

 

１）LPP の概要 

和歌山大学観光学部では、学部創設の 2008 年度より、和歌山県内及び大阪南部の市町村

などの協力のもと、地域が抱える課題を地域住民とともに発見し、その解決方法を考える「地

域インターンシッププログラム」（LIP）を実施してきた。同プログラムは、地域活性化に関心を

もつ学生が、現地に足を運び、地域住民と連携することによって地域の課題や調査活動に取り

組むもので、「学生と地域を活性化したい」、「地域の魅力を発見したい」といった地域からの提

案を受け、毎年複数の活動を実施してきた。 

LIP に参加する学生は、学内の事前学習や現地視察を通して地域の実情を学び、さらには

現地調査や地域住民との交流、イベントの企画運営などを通じて、それぞれの地域の真の魅力

や課題と向き合っていく。具体的なプログラムとしては、観光施設の職員や利用者への聞き取

り、宿泊施設や農家民泊のモニター、集客イベントの企画運営、観光資源調査やマップ作成、就

業体験などに取り組んできた。「この地域にはどのような観光資源があるか」、「埋れている観

光資源はないか」、「観光資源が有効に活用されているか」、「どうすれば地域が元気になるか」。

こうした課題に対して、地域住民は生活者の視点から、学生は「ヨソ者」の視点から意見を出し

合い、ともに活動をしていく。このような対話や活動が、双方にとって新たな気づきの機会と

なることもこのプログラムの特徴である。 

LIP は、こうした相互作用を通じて、地域住民は「ヨソ者」の力を活かしながらより自立的な

まちづくり活動を行う力を、そして学生は地域住民の思いを理解しつつ、地域活性化の方法を

提案できる力を養い、地域を支える人材として活躍することを目指し、2021 年度までに計

166 件のプログラムを実施し、延べ 1,800 名以上の学生が参加した 1。 

2022年度からは、LIPの取り組みの中で見えてきた成果と課題を踏まえ、プログラムの持

続可能な運用と質的向上を両立させるため、「地域連携プログラム（Local Partnership 

Program， LPP）」へと名称を変更し、新たなスタートを切った。 

LPP では、観光学部教員と受入地域が連携して活動計画を作成し、学生を募集して活動を

実践する「連携教育 LPP（L ゼミ）」と、学生が主体となり、地域と連携しながら活動を実践する

「学生主導 LPP（L活）」の2種類がある。Lゼミには、和歌山県内及び大阪南部の市町村など、

地域から活動内容を公募する「地域公募タイプ」と、観光学部教員が地域での研究活動等の一

部をプログラム化する「教員申請タイプ」の 2 つの実施形態がある。本プログラムでは、観光学

部の教育カリキュラムの一環として、地域住民と連携した現場での学びを通し、地域の観光振

興および地域再生の実践を学ぶことのできる内容を含むことを実施の条件としている 2。

                                                  
1 2021年度までの LIPの取り組みについては、観光学部ホームページを参照。 
（https://www.wakayama-u.ac.jp/tourism/internship/lip/index.html） 
2 Lゼミは、単位として認定されている。単位取得のためには事前事後学習を含めて 30時間以上の活動が求められ、活動時間に応じ

て、「基礎自主演習」または「プロジェクト自主演習」の単位が認定される。 
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２）データでみる LPP の歩み 

観光学部の LPP は、その前身である LIP を含めて、2008 年度の開始から 16 年間にわ

たって実施してきた。ここでは、これまでの LIP および LPP の歩みについて、データをもとに

示してしていく。 

 

図 1 は、2008 年度以降の年度別実施プログラム数を示している。LIP がスタートした

2008 年度は 6 件であったが、2016 年度には最多の 21 件となり、その後一旦は減少した

ものの 2021 年度に再び最多の 21 件となった。 

LPP スタート（2022 年度）以降は、10 件代後半で推移している。 

 

 

図 1 年度別プログラム数（全体） 

 

図 2 は、年度別かつ区分別での実施プログラム数を示している。LIP がスタートした 2008

年度は現在の L ゼミ地域公募タイプ（地公）のみであったが、2011 年度からは観光学部専任

教員からの申請により実施される教員申請タイプ（教申）が設置され、2022 年度の LPP スタ

ートと同時に学生主導型のプログラムである L 活が設置された。 

LPP スタート（2022 年度）以降は 3 区分とも安定的なプログラム数で推移している。 

 

図 2 年度別プログラム数（区分別） 
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次に、図 3 は年度別の参加学生数を示している。参加学生の延べ人数は LIP がスタートし

た2008年度に42名であったが、2016年には227名となり、初年度の5倍超となった。 

LPP スタート（2022 年度）以降は減少傾向にあるが、「プログラムの持続可能な運用と質

的向上を両立」という LPP の趣旨、新たに設置された L 活への移行などが主な要因として考

えられる。 

 

図３ 年度別参加学生数 

 

図 4 の通り、L ゼミでは 1 年生および 2 年生の参加が多い。低学年から地域での活動に関

心を持ち、積極的に地域と関わりたいと考える学生が多いことを示している。 

一方、L 活（図５）では、スタートした 2022 年度から 2024 年度までの 3 か年では 2 年生

が最も多く 15 名、1 年生と 3 年生がそれに続く 9 名だった。低学年から地域での活動に関心

があることに加え、「L ゼミの期間を最長 2 年とする」制度変更によって、L ゼミから L 活への

移行したプログラムの影響とも考えられる。 
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図４ 学年別 L ゼミ参加学生数の推移（実人数ベース） 

 

 

図 5 学年別 L 活参加学生数の推移（実人数ベース） 

 

図6に示すのは、プログラムあたりの平均参加学生数である。LIPがスタートした2008年

度は 7.0 名だったが、2013 年度に激増し 14.6 名となり、LIP の終了までおおむね同じ程

度で推移した。 

2022 年の LPP のスタート以降は微減傾向にあるが、「質的向上」という LPP の趣旨に基

づいた少人数でのプログラムの割合が増加してきていることが要因と考えられる。 
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図 6 プログラムあたりの平均参加学生数（延べ人数ベース） 
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教員申請タイプや L活の設置などの対応により、参加学生および地域からのニーズに対応した
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するにあたっては、それぞれの取り組みの質の向上と学生自身が学びをより深めることがで

きるプログラムを提供することが求められている。 
 

（文責：観光学部 地域連携委員会） 
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２．2024 年度 LPP 活動報告 

2024 年度は、17 プログラムが実施され、延べ 155 名の学生が地域で活動を行った。 

以下に示すのが今年度の実施プログラムの一覧である。 

 

■ L ゼミ（連携教育 LPP）地域公募タイプ 

No 地域名 テーマ 
参加 

学生数 

1 紀の川市 紀の川市の新商品開発プロジェクト 6 人 

2 海南市大崎 
大崎地区の歴史と現状を体験的に調べ、暮らしを継続的な

ものとするためのステップを議論する 
7 人 

3 紀美野町小川 地区×学生による観光・文化・交流情報発信と棚田の再生 12 人 

4 有田市箕島 多世代で取り組むまちづくり 5 人 

5 有田市宮原 青みかん（摘果みかん）の価値を上げる 15 人 

6 湯浅町 湯浅の若者と共につくる本気の商品開発！ 7 人 

7 広川町 和歌山県広川町の地場農産物を活用した新商品の開発 5 人 

8 美浜町 美浜町の資源を活かした観光誘客 23 人 

9 
那智勝浦町 

色川 

中山間地域における地域ハブ（HUB）の役割と可能性を 

考える 
4 人 

10 新宮市 
新宮市を訪れる観光客のニーズ調査・分析及びコンテンツ

発掘・発信 
9 人 

11 

新宮市 

田辺市本宮 

那智勝浦町 

世界遺産登録 20 周年プレイベント 

世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」を学び、 

熊野を盛り上げよう。 

5 人 

12 阪南市 阪南市の産業振興と魅力発信 8 人 

13 岸和田市 古民家活用を通して地域課題の解決策を考え、実践する。 8 人 
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■ L ゼミ（連携教育 LPP）教員申請タイプ 

No 地域名 テーマ 
参加 

学生数 

1 有田川町沼 学生との協働による棚田保全・集落支援活動 6 人 

2 白浜町 
白良浜他海水浴場における集客力アップ及び 

顧客ニーズにあったサービスの企画開発 
18 人 

 

■ L 活（学生主導 LPP） 

No 地域名 テーマ 
参加 

学生数 

1 和歌山市 雑賀崎の観光スポットの情報発信と空き家の利活用 7 人 

2 田辺市龍神 地域塾による龍神村の資源を活かした山村活性化 6 人 
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和歌山県紀の川市 

紀の川市の新商品開発プロジェクト 
 

【活動の基本情報】 

 参加学生数：6 名 
         （1 年生：6 名） 

 活動期間：2023 年 5 月～2025 年 1 月 

 担当教員：竹田明弘 
 

1．活動実施の経緯 

ＬＰＰ（紀の川市）では、これまでフルーツを用いた数多く

のスイーツ商品を提携企業、店舗と開発、販売してきた。本

年度は、スイーツの商品開発だけでなく紀の川市の店舗と

共同した商品開発企画として実施された。 

 

2．活動の内容 

本活動は、参加希望した観光学部学生、紀の川市役所、協力店舗の３者の協力のもとで実

施した活動である。本年は、Café sweets Sablier、観光特産センターこかわの 2 店舗と

共同活動を実施した。なお、Café sweets Sablier とは 2025 年 2 月に同店舗で実施さ

れるアフタヌーンティーで提供されるプチスイーツ、観光特産センターこかわとは 6 月販売予

定の発酵食品を利用したドレッシングの共同開発活動を実施した。Café sweets Sablier

については提供するプチスイーツについてはすでに完成しており、2025 年 2 月に商品提供

される予定である。観光特産センターこかわとの活動については、商品完成を2025年5月

末としたいという同店舗の希望により 2025 年 3 月までに商品完成、同年 3 月以降で商品

ラベルデザイン、6 月発売の予定というスケジュールになっている。現在の進捗状況として共

同開発するドレッシングの原案までは終了しており、試作段階にある。 

 

3．活動を通じて 

本年は 2 つの店舗との活動であるということもあり、6 名の学生について 3 名×2 グルー

プという体制で活動を実施した。ミーティングについては、それぞれがスイーツ、ドレッシング

に関する市場情報の発表、アンケート調査と分析という作業を行い、もう一方のグループが

それについてコメントするという様式で進行した。それぞれのグループが最初のプレゼンと比

較して、最終のプレゼンはかなりよいものとなっており、学生自身も大きく成長したと考える。

とはいえ 1 年次生であり、まだまだ学ぶことも多いと思う。残りの学生生活について多くの

学びをし、自らの目標達成に向けて努力と成長を続けて欲しい。 
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4．成果ポスター 
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和歌山県海南市 

大崎地区の歴史と現状を体験的に調べ、 

   暮らしを継続的なものとするためのステップを議論する 
 

   

【活動の基本情報】 

 参加学生数：7 名 
         （1 年生：2 名、2 年生：5 名） 

 活動期間：2023 年 5 月～2025 年 1 月 

 担当教員：遠藤理一、八島雄士 

 

1．活動実施の経緯 

大崎地区の地域の魅力の発見と活性化を目指す有志の

グループ「げんき大崎」によれば、大崎地区の魅力は海と

山が接近した自然環境と港町として栄えた歴史・地理にあ

るという。また、特徴的なつぼ型の大崎湾と泳いで渡るこ

とも可能な無人島（弁天島）は、地区の暮らしを持続的なものとする資源の１つとも考えられ

ている。これらの魅力を発信すべく、新鮮な野菜や鮮魚等の朝市、食事等を提供できる施設

「げんき大崎館かざまち」に加え、2022 年には「一棟貸し宿 百船人」がオープンした。 

こうした状況を踏まえたうえで、地区住民と学生が議論し、若者・よそ者視点の発想から新

たなアイデアを出してほしいという想いから活動がスタートした。 

 

2．活動の内容 

①大崎でのイベントへの参加：1)大崎での季節ごとの祭りに参加し大崎の名物を用いた料

理を製作し出店した。その際に地域の方々との交流を図った。2)地域側の協力団体であるげ

んき大崎で開催されている魚屋の手伝いに行った学生もいた。3)大崎の施設に宿泊し地域

の方との料理やカヤックなどを楽しんだ。 

②学園祭での出店：学園祭に出店しげんき大崎で製作された商品と学生によるたこ焼きを

販売し、大崎を PR した。 

③大崎ガイドブックの作成：学生間の打ち合わせや大崎とのやりとりを通じ大崎地区の概

要、観光スポット、地域についての回想、季節ごとの生業や祭祀、食などの移り変わりを表現

したフェノロジーカレンダー、また LPP での活動などをまとめた、大崎ガイドブックを作成し

出版した。 

 

3．活動を通じて 

学生にとっては活動を通じ、大崎の方にお世話になりながら、地域の方とのつながりを感じ

る機会となっていたと思われる。また学園祭での出店やガイドブックの作成など根気がいる

作業を続ける中で、協働の難しさや達成感を感じたと思われる。一部の学生にとっては、主

体的に活躍し、さらに実力や自信をつけていく機会ともなっていた。 
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4．成果ポスター 
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和歌山県海草郡紀美野町 

地区×学生による観光・文化・交流情報発信と棚田の再生 
 

   

【活動の基本情報】 

 参加学生数：12 名 
         （1 年生：2 名、2 年生：6 名、3 年生：4 名） 

 活動期間：2018 年 4 月～2025 年 1 月 

 担当教員：山岸大二郎 
 

1．活動実施の経緯 

中田地区にある棚田を再生しようと新たな活動（中田の

棚田再生プロジェクト）が開始し、小川地域外からの住民

が耕作放棄され荒れた土地を棚田として蘇らせようと活

動してきた。高齢化による地域活動の減少、離農や離農に

よる耕作放棄地の増加などの課題を抱えるなか、様々な立場や世代の方と交流しながら活

動を進め、棚田から広がる地域の活性化に繋がるよう取り組んでいる。 

 

2．活動の内容 

今年度は、月に 1～３回程度は棚田に訪れて活動し、棚田再生プロジェクトに関わる多様な

関係者と交流を深めることにできた。また、昨年度から実施してきたインスタグラムの投稿分

析の結果を、７月に阪南大学で行われた観光学術学会でポスター発表をした。この調査を通

して、より多くの観光客が「＃中田の棚田」についての投稿をするようになってきていること

が明らかとなった。 

さらに、12 月には、「出会い・協働・学びの場としての中田の棚田」と題した報告会を実施

し、参加学生は自分の興味関心あるテーマで中田の棚田を対象に実施した研究内容を報告し

た。学際的な研究分野である観光学を専攻する学生らしく、調査テーマが多様であったこと

もあり（例えば、責任ある観光、地域愛着、棚田の音・サウンドスケープ、生涯学習の場として

の棚田など）、地域からは「様々な視点で棚田を考えることができた」といった感想をいただ

くことができた。 

 

3．活動を通じて 

棚田という場所で、学生は棚田再生にかかる知識やスキルを身に着けるだけでなく、大学

の座学で学んだ専門的な理論や知識を実験的に応用することで、それら専門知識の理解促

進につなげてきた。活動終盤に、報告会を実施することで、学生は大学で学んだことを活かし、

新たな視点を地域に提供することを意識しながら、活動に取り組むことができた。 
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4．成果ポスター 
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和歌山県有田市 

多世代で取り組むまちづくり 
 

【活動の基本情報】 

 参加学生数：5 名 
         （1 年生：2 名、2 年生：1 名、4 年生：2 名） 

 活動期間：2023 年 6 月～2025 年 1 月 

 担当教員：永瀬節治 
 

1．活動実施の経緯 

有田市箕島地区では、平成 29 年度より有田市社会福

祉協議会や箕島地区の地域活動団体と連携しながら、多

世代交流を通じた地域活性化に向けた活動に取り組んで

いる。コロナ禍となった令和 2 年度からはオンラインによ

る交流機会の創出やワークショプなどに取り組み、令和 4 年からはそれらの成果を活かし、

現地でのスマホ講座をはじめとした多世代交流、地域コミュニティの活性化に関する活動を

行なっている。 

 

2．活動の内容 

昨年度から引き続き、有田市社会福祉協議会や公民館等との連携により、高齢者を対象に、

日々の生活に役立つスマートフォンの使い方を楽しみながら学んでもらう「スマホ講座」の企

画運営に取り組んだ。また、有田市内で防災教育に取り組むマモッチャクラブとの連携による

防災イベント「あそぼうさい」の企画運営にも取り組み、地元の小学生やご家族の方々にご参

加いただきながら、防災グッズの展示や手作り体験等を実施した。学生たちも防災に関する

知識や認識を深めるとともに、地域の方々と交流する貴重な機会となった。また有田市社会

福祉協議会が主催する地域づくりに関するワークショップにも参加し、地域の方々の意見を

引き出すための工夫についても学ぶ機会となった。 

 

3．活動を通じて 

今年度は継続して参加する 4 回生 2 名によるフォロー体制のもと、新たに加わった 2 回

生 1 名と 1 回生 2 名による活動となった。これまでの経験を活かしながら、SNS や現地で

の関係者との円滑なコミュニケーションを図り、多世代交流を軸にした密度の高い活動に取

り組むことができた。最終年度のため本テーマによる LPP の活動は一区切りとなるが、新た

な活動の可能性について、地域の関係者と意見交換を行い検討する予定である。 
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4．成果ポスター 
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和歌山県有田市 

青みかん（摘果みかん）の価値を上げる 
 

【活動の基本情報】 

参加学生数：16 名 
       （1年生：5名、2年生：3名、3年生：4名、4年生：4名） 

活動期間：2020 年 6 月～2025 年 1 月 

担当教員：岸上光克、永瀬節治 
 

1．活動実施の経緯 

有田みかんの産地である有田市宮原地区では、収穫前

にみかんの大きさを揃えるために成りすぎた果実を減ら

す作業（摘果作業)によって捨てられている「青みかん「摘

果みかん)」の価値向上に向け、地域の方々と学生たちの

協働による活動を、令和2年度にLIPとして開始した。令和4年度からは宮原青みかんLPP

として、青みかんを活用した商品開発や、その価値を広める取り組みを、地域交流拠点「宮原

さん家（ち)」をはじめ、地域内外でのイベントなどの機会を活用しながら積み重ねてきた。 

2．活動の内容 

今年度は、青みかんの摘果作業や地域のイベントへの参加等の取り組みを継続するととも

に、これまでに準備を進めてきた青みかんを活用した商品開発のうち、有田市内の醤油醸造

業者との連携による「青みかんポン酢」を数量限定商品として実際に商品化することができ

た。また、地元の洋菓子店との連携による青みかんを使ったバームクーヘンについては、今年

度内の商品化までには至っていないものの、その手前の段階まで準備を進めることができた。 

3．活動を通じて 

今年度は、LIP として活動を開始してから 5 年目の最終年度となり、新規メンバーと継続

メンバーを組み合わせたチームにより、これまでの活動や成果の蓄積の上に、青みかんを活

用した商品を実現することができた。これまで、青みかんに関する知識や経験を、現場での作

業を通じて習得しながら、地域内外のイベントへの参加、商品化に向けた試作品づくり、クラ

ウドファンディングの実施など、地域の関係者の熱意とご尽力により、学生たちにとっても深

く充実した経験を重ねることができた。毎年参加学生の人数も多く、複数の企画が動く中で、

学生間や地域の関係者とのコミュニケーション、地域の現場での動きや情報発信など、反省

や試行錯誤を繰り返しながらも具体的な成果を積み上げることができたと考える。LPP とし

ての活動は一区切りとなるが、青みかんの価値を高める取り組みへの今後の学生の関わり方

については、学生と地域の関係者の意向を踏まえながら、方向性を見出したい。 

5 年間にわたり、地域での活動への思いを持ちつつも未熟な学生たちに対し、さまざまな

ご指導、ご支援を賜り、多くの貴重な学びの機会をご提供いただいた地域の関係者の皆様に、

あらためて感謝申し上げます。 
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4．成果ポスター 
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和歌山県有田郡湯浅町 

湯浅の若者と共につくる本気の商品開発！ 
 

【活動の基本情報】 

 参加学生数：7 名 
         （1 年生：2 名、2 年生：3 名、3 年生：2 名） 

 活動期間：2023 年 5 月～2025 年 1 月 

 担当教員：山岸大二郎、岸上光克 
 

1．活動実施の経緯 

湯浅町は人口１万人の小さな町だが、醤油産業発祥や

金山寺味噌などの発酵文化のメッカであり、有田みかんな

どの柑橘類をはじめとした農作物や、県内屈指の漁獲量を

誇るシラスやワカメ、全国でも有名な紀州鴨の養鶏場があ

るなど、第一次産業の魅力に溢れた地域である。ただ人口減少が進み、地域の若い担い手も

減っており、地区内の住民だけでは新たな取り組みがなかなか生まれていないのが現状であ

る。地域外の人や若者との接点を増やすことで新たな視点と繋がりが増え、衰退していく地

区の新たな取組の一歩になると考え、その目的を達成するために湯浅町の田村地区の若者

がつくった任意団体「田村協議会」がある。本プログラムは、田村協議会のメンバーと協働で

商品開発に取り組んだ。 

 

2．活動の内容 

地域内の若者と連携し湯浅町の新たな商品開発に向けて活動してきた。元々、ふるさと納

税の商品開発を目指していたが、ふるさと納税制度が変化したことから、昨年度開発したハ

ンバーグの販売方法をふるさと納税に限らず、オンラインショッピングやイベント出店などで

販売できるように取り組んできた。土産物や特産品のオンラインショッピングの利用動向を探

るために、アンケート調査なども実施した。その結果をもとに、受け入れ地域の担当者らと協

力して、イベント出店や販促の戦略を立てることを行った。 

 

3．活動を通じて 

実際にマーケティングなどの経験のある地域の若者から、マーケティングや商品開発にお

けるプロセスを学ぶことができた。また、大学での週１回のミーティングを通して、学生間の

チームワークを強め、プロジェクトを協働して進めることができた。さらに、地域に足を何度も

運ぶことで、地域との連携を深めることができ活動の支援を活動の関係者外からも得ること

ができた。残念ながら、計画通りに進まないことも多々あったが、活動を通して、商品開発の

難しさを実感するきっかけとなった。  
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4．成果ポスター 
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和歌山県有田郡広川町 

和歌山県広川町の地場農産物を活用した新商品の開発 
 

【活動の基本情報】 

 参加学生数：5 名 
         （1 年生：3 名、2 年生：2 名） 

 活動期間：2024 年 5 月～ 

 担当教員：佐々木啓 
 

1．活動実施の経緯 

広川町は、1854 年の安政南海地震で発生した津波が

押し寄せた際に濱口梧陵が稲わらに火を付け、津波の襲

来を村人に知らせて避難を誘導した逸話「稲むらの火」で

世界的に知られる。しかし現状、有田みかん以外に目立っ

たものがなく、新たな特産品の開発が望まれている。そんな中、広川町の新たな特産物にし

ようと小麦を栽培する農家が現れはじめており、この小麦を軸として、町内で農産物等を活

用した商品開発を行うことを目的に活動を始めた。 

 

2．活動の内容 

 事前学習：経営学書籍の輪読、商品開発事例および商品開発に関する先行研究の収集 

 現地研修 1：小麦の製粉、ピザ作り体験、町内の観光施設指定管理者（株式会社フラット・フ

ィールド・オペレーションズ）へのヒアリング（9/10-11） 

 現地研修 2：稲むらの火祭りの運営補助、マルシェへの参加（10/19） 

 事後学習：LPP 内での活動報告会（商品開発事例の調査、競合商品「稲むら最中」の分析、

商品の案、発売までのスケジュール） 

注）本 LPP では、2024-2025 年度の 2 年計画で商品開発を目指している。参加学生は 5

名（1 年生 3 名、2 年生 2 名）。 

 

3．活動を通じて 

 活動の成果物：商品企画案「広川町に新たな特産物を！～わだいきららフード～」 

1． つゆあかねジャム×スコーン（※つゆあかね：梅×スモモの新種の果実） 

2． はっさく×タルト 

3． はっさく×ベーグル 

 次年度は、町内でのマルシェイベントへ出店し、そこでの商品販売を目指している。 
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4．成果ポスター 
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和歌山県日高郡美浜町 

美浜町の資源を活かした観光誘客 
 

【活動の基本情報】 

 参加学生数：23 名 
       （1年生：9名、2年生：4名、3年生：5名、4年生：5名） 

 活動期間：2023 年 6 月～2025 年 1 月 

 担当教員：東悦子 
 

1．活動実施の経緯 

2019 年度から 2022 年度までの LIP 及び LPP で

は、美浜町のカナダミュージアムを拠点に子供を対象とし

た夏イベントの開催や Instagram による情報発信を行っ

た。続く 2023 年度は、それまでの活動を活かして、美浜

町の情報発信を継続し、煙樹海岸キャンプ場で子供向けクリスマスイベントを実施した。また

紀伊日ノ御埼灯台のパンフレットも作成した。2024 年度 LPP では、町制施行 70 周年を迎

える点も踏まえ、美浜町の PR や町内観光スポットでのイベントの実施など「美浜町の資源を

活かした観光誘客」をテーマとした。 

  

2．活動の内容 

2024 年度の LPP 美浜町は総勢

23 名であった。大人数のため班に分

かれて活動を行い、適宜 Teams 上に

企画や議事録を格納して共有した。全

員が取り組む活動としては、美浜町町

制施行 70 周記念年イベントであった。

まず班活動では「DIY（空き家活用）

班」は古民家リノベーションのラーメン

店舗の施行に関わり、「体験型コンテン

ツ班」は美浜町でのサイクリング経験を

もとに、大学線目線で伝えるサイクリン

グマップを作成した。「イベント班」は健康をテーマにラジオ体操やクイズを取り入れたイベント

を開催した。次に、町制施行 70 周年イベントでは、これまでの LPP の活動紹介、学生作成の

パンフレットや美浜町観光パンフレットの配布などを通して、多数の来場者－地域の人々や旅

行者－と交流した。 

  

70 周年記念事業・美浜町役場の方々と学生 22 名 
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3．活動を通じて 

2024 年度も継続メンバーが多く、5 名の 4 年生に代わって 3 年生や 2 年生が進んでリ

ーダーや副リーダーを務めた。これまでの活動経験が各自の自信につながっている様子がう

かがえた。他方、新規メンバーは初めてゆえに美浜町を知るために、現地に赴く機会を積極

的に活用し経験から学ぶ点が多かったようだ。本年度でしか経験できない美浜町町制施行

70 周年イベントには、23 名中 22 名が参加できた。それまで大人数でコミュニケーションを

図る難しさも経験したが、その日は、多くの下級生にとって、4 年間 LPP 美浜町に携わった

上級生の堂々とした活動の姿や美浜町役場の方々といかに良い関係性を築いているかを知

る機会になったといえる。 

2 年を経て本プログラムは終了するが、美浜町での新たな活動が始動することを願いたい。

これまで常に学生を支えてくださった美浜町役場の田中敦之様、網中千花様、山口剛様をは

じめ関係の皆様に心よりお礼申し上げます。  
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4．成果ポスター 
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和歌山県東牟婁郡那智勝浦町 

中山間地域における地域ハブ（HUB）の役割と 

                             可能性を考える 
 

【活動の基本情報】 

 参加学生数：4 名 
         （2 年生：2 名、3 年生：1 名、4 年生：1 名） 

 活動期間：2023 年 6 月～2025 年 1 月 

 担当教員：八島雄士 
 

1．活動実施の経緯 

那智勝浦町色川地区は、40 年以上前から移住者受入

を地域主体で行ってきた中山間の集落である。「らくだ舎」

（受入役の千葉さんが経営者）が、９つの区からなる色川地

区のハブ（ヒトやモノが集まり、交流が生まれる場所）とな

っており、「棚田守ろう会」などの活動推進にも寄与している。地域づくりにおけるハブの役

割と可能性を考えることを目的に、参加学生が LPP の活動を実施した。 

 

2．活動の内容 

実際の活動は、地域の雰囲気を肌で感じ、参加者がそれぞれに問いを立て、主体的に行動

する方針で実施した。 

具体的には、立地（和歌山大学から片道 200km）に配慮して、オンラインで勉強会や打ち

合わせを実施したのち、現地のキックオフとして地域の寄合に参加した。現地施設や棚田など

の見学、色川の「おまぜ」（伝統料理）などを食事しながらの会食に教員を含めて参加した。寄

合には小阪区以外の他の区の方も参加され、住民の方々と意見交換を行ったが、参加学生と

住民が知り合い、地域に受け入れていただける良い機会となった。 

次に、学生だけの活動として、「環境共生の会」という寄合に参加し、発表や意見交換する

活動を行った。この会は、もともと環境に配慮した生活はされているなかで、より環境負荷の

少ない暮らしを実現するための取り組みを考えることが目的となっている。実際に参加した

学生は、電動自転車を用いることによる自動車を使わない移動、庭へのソーラーパネルの設

置、小水力発電への取り組みなどを知ることができ、さまざまな観点から環境配慮ができる

ことを学ぶ機会となった。 
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3．活動を通じて 

LPP の活動を通じて、参加学生は、色川の住民がより魅力的な地域にしようと積極的に活

動していることからさまざまな学びがあった。１つ目に、新しいことにチャレンジするエネルギ

ーを感じることができた。２つ目に、多様な知識や経験を持つ移住者が多いことが色川の強

みだと気づくことができた。３つ目に、一つの方向性で進んでいく困難がある反面、リーダー

シップが活力を生み出すきっかけとなっている現実を知ることができた。 

この２年間の活動のなかで、１年目は全国棚田サミットを色川の棚田を舞台に実施する手

伝いをしたことで、色川地区への外からの視点を学んだ。２年目は、寄合や会合に参加するこ

とによって色川地区の内の視点を学んだ。これらの活動を通じて、「らくだ舎」に集うことの

みならず、集う人々そのものが「地域のハブ」となっていることがわかった。参加学生は、自覚

と誇りを持って活動されている色川住民の方々との交流を通じて、単純な活動のお手伝い以

上の深い学びが得られた。  
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4．成果ポスター 
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和歌山県新宮市 

新宮市を訪れる観光客のニーズ調査・分析及び 

                          コンテンツ発掘・発信 
 

【活動の基本情報】 

 参加学生数：9 名 
         （1 年生：5 名、2 年生：3 名、3 年生：1 名） 

 活動期間：2024 年 5 月～ 

 担当教員：出口竜也 
 

1．活動実施の経緯 

2024 年は「紀伊山地の霊場と参詣道」が世界遺産登録

20 周年の節目の年であり、2025 年は大阪・関西万博の

開催が予定されるなど、新宮市においても国内外からの

観光客の増加が見込まれることから、魅力的な映像コン

テンツを作成し、発信することを目的に、2 カ年計画で始まった活動である。 

 

2．活動の内容 

新宮市商工観光課の担当の方を交えたオンラインミーティングを定期的に重ね、1 泊 2 日

の新宮市における現地調査を 9 月と 12 月に実施することで、地域資源の発掘、撮影、地域

の関係者との意見交換などを行った。現地調査終了後は映像コンテンツの編集と

Instagramのアカウント作成を行い、順次投稿するとともにフォロワー獲得のための活動を

行っている。 

 

3．活動を通じて 

9 名の参加学生のうち 8 名が LPP 初参加の 1・2 年生だったため、徐々にグループ活動

に慣れることから始めたが、2 回の現地調査をきっかけにして結束力が強まった。多様な地

域出身の学生が集ったことで新宮市の魅力をさまざまな観点から探ることができ、役割分担

も学生間で自主的に行うことで誰一人脱落することなく今年度を終えることができたのは一

定の成果であったと考えている。来年度は思わず現地に行きたくなる映像コンテンツのさら

なる磨き上げとフォロワーの獲得作業に本格的に着手する予定である。 
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4．成果ポスター 
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和歌山県新宮市、田辺市、東牟婁郡那智勝浦町 

世界遺産登録 20 周年プレイベント 

世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」を学び、 

                          熊野を盛り上げよう。 
 

【活動の基本情報】 

 参加学生数：5 名 
         （1 年生：2 名、2 年生：2 名、3 年生：1 名） 

 活動期間：2023 年 6 月～2025 年 1 月 

 担当教員：佐野楓 
 

1．活動実施の経緯 

令和 3 年度の熊野三山観光者調査によると、若年層

(18～34 歳)は全体の 3.7%しか訪れていなかった。そこ

で、世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」が 2024 年 7 月

7 日に登録 20 周年を迎えるにあたり、若年層をターゲッ

トに 20 周年を盛り上げる事業の立案・運営に取り組んでほしいという依頼を受けた。 
 

2．活動の内容 

今年度は立案された「まちあるきマップ」と「デジタルスタンプラリー」の実施に加え、

Instagram や TikTok の運営、チラシの作成やラジオ、テレビの出演といった広報活動と

いった取り組みを進めた。 

また、2 月には SNS のインサイト分析や参加者アンケート結果を基に、関係者に向けた成

果報告会を行い、事業の成果と熊野三山の今後の展望についても考察した。 

 

3．活動を通じて 

前年度が企画立案、今年度がパンフレット等の制作と SNS 運営という計画であったが、京

産大、和大ともにメンバーが大幅に入れ替わり、また今年度の活動が 5 月からという比較的

早い段階から始動したため、引継ぎや今年度のスケジュール作成が活動と並行しての取り組

みとなってしまった。当初の目標は達成することができたが、2 カ年計画ということもあり、1

年目の時点でもう少し詳しく予定を組んでおくべきだったと感じた。  
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4．成果ポスター 
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大阪府阪南市 

阪南市の産業振興と魅力発信 
 

【活動の基本情報】 

 参加学生数：8 名 
         （1 年生：4 名、2 年生：2 名、3 年生：2 名） 

 活動期間：2023 年 6 月～2025 年 1 月 

 担当教員：佐々木壮太郎 
 

1．活動実施の経緯 

阪南市での活動は 2018 年度から続けており、昨年度

の活動より「阪南市の産業振興と魅力発信」をテーマとし

ている。阪南市は、観光資源は豊富にあるが、その良さが

PR しきれていないという現状認識があり、2 年前に立ち

上げた阪南美食ブランド「KUU 食う」および阪南ガストロノミーツーリズムの展開を目指して

いる。活かされていない魅力の PR を学生の視点で取り組むという趣旨での活動となる。 

2．活動の内容 

学生視点で阪南市の魅力を掘り起こし、その魅力を多くの人に発信する活動を行なった。 

 ①受入側を交えてのミーティング、学生同士のミーティング 

 ②阪南市の魅力を知るためのまち歩き 

 ③匠の ippin、やぐらパレードの見学 

 ④はんなん産業フェアへの参加、アンケート調査、等 

 ⑤SNS での宣伝活動、ショート動画の作成、等 

 ⑥はんなん TV 出演 

 ⑦牡蠣フェス、葛城修験 50 周年イベントへの参加 

 ⑧情報発信活動のための現地取材、等 

3．活動を通じて 

これまで数年間続いたコロナ禍の影響からほぼ脱し、イベント参加等の現地での活動機会

を充実させることができた。今年度は阪南市での活動 2 年目となる学生もおり、昨年度から

本格的に取り組んでいる SNS（Instagram、TikTok）を用いての PR 活動、そしてそのた

めの動画編集など、蓄積されてきた各種ノウハウを活かす取組にも挑戦することができた。

そのほか、ローカル TV へ出演する機会なども得られた。情報発信については、フォロワー数

の増加といった目に見える成果もあげることができたが、思うようにいかなかった部分につ

いて反省したり、文章の内容やハッシュタグの用い方等について工夫したりするなど、実践的

活動からしか得ることができない多くの貴重な経験を得られたことが重要である。 

これらの経験から学んだ知見や気づきを、座学での学修などにもきちんとフィードバックし、

今後の学生生活に活かしていってほしい。 
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4．成果ポスター 
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大阪府岸和田市 

古民家活用を通して地域課題の解決策を考え、実践する。 
 

【活動の基本情報】 

 参加学生数：8 名 
         （1 年生：2 名、2 年生：5 名、4 年生：1 名） 

 活動期間：2023 年 5 月～2025 年 1 月 

 担当教員：竹林浩志 
 

1．活動実施の経緯 

前年度、岸和田市内畑町にある古民家の活用方法を

考えるため、学生の発案により、地域の方々へのヒアリン

グが行われ、学生のアイデアによる古民家でのイベントも

実施してきた。地域住民の方々へのヒアリングと主体的

なイベント開催経験を踏まえて、今年度も内畑地域の魅力創出・情報発信をすることを目標

に活動することになった。また、岸和田市山手を中心に古民家の活用から人のつながりや地

域の賑わいを作れないかと考えている 20 代～50 代のメンバー（建築士、大工、古民家カフ

ェ経営者、NPO 法人、行政職員、市民）の活動にも関わることも想定して活動を始めた。 

 

2．活動の内容 

今年度は山手地区の古民家活用を中心に魅力創出・情報発信に取り組んだ。 

また、図書館職員の方や岸和田古眠家 Base（KKB）とも連携・協力して合同会議を行い、

意見交換を行うなどして、実際に取り組みを行っている人たちと意見交換をして、実際に当

該地域でのイベントを実施することや、地域の方向けのワークショップを開催するなどの地域

の魅力創出活動などの様々な活動を行った。 

 

3．活動を通じて 

色々な立場の様々な考えの方と実際に出会い、コミュニケーションをとることによって、地

域での活動の実際、およびその難しさと楽しさと地域活動の重要さが以前より、より深く理

解できたと考えられる。授業期間に活動することが多く、和歌山大学から現地まで若干の距

離があるため、活動回数を増やすことが難しかったが、参加学生たちは個々に知見を増やし

今後の様々な諸活動に活かしてくれるものと考える。 
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4．成果ポスター 
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和歌山県有田郡有田川町 

学生との協働による棚田保全・集落支援活動 
 

【活動の基本情報】 

 参加学生数：6 名 
         （1 年生：1 名、2 年生：6 名） 

 活動期間：2011 年 7 月～ 

 担当教員：大浦由美 
 

1．活動実施の経緯 

有田川町での第 19 回全国棚田（千枚田）サミット

（2013 年度）開催決定をきっかけに、2010 年に県が企

画した「棚田モニターツアー」に当時の観光学部生約 20名

が参加した。地域の農業者の高齢化とともに耕作放棄地

が増加する当地の現状を目の当たりにして、学生側から「棚田保全ボランティア」のアイデア

が出されたことをきっかけに、学内で棚田保全ボランティアへの参加者を募り、「棚田ふぁむ」

を結成。2011 年 7 月から活動を開始した。 

 

2．活動の内容 

例年と同様に、田植え（5月 26日）、山椒収穫支援（7月 13日〜15日）、稲刈り（9月 29

日）、草刈り（11 月 17 日）等の農作業支援を中心に、秋祭り支援（10 月 12 日〜13 日）、地

元交流会（12 月 22 日）、天神祭支援（1 月 19 日）などの集落活動支援や交流活動を実施し

た。また、活動報告誌「ふぁむからあのね」の作成を再開し、沼地区住民に配布することがで

きた。 

 

3．活動を通じて 

今年度は、初回の田植えの際にミニ交流会を開催したことで、参加学生と地元農家とのコミ

ュニケーションがスムースになり、以降の活動にも良い影響がみられた。また、しばらく途絶え

ていた宿泊を伴う活動も再開することができた。現地で交流する機会が増えたことで、農作業

支援を行うだけでなく、地域での暮らしの現状や、農業への思いを知り、今後の活動の方向性

についてより深く考えることに繋がっていることが、参加学生のレポートから読み取れた。 

次年度は、地元交流会でのワークショップの際に地域住民から出された「郷土料理」の継承

に関する活動など、新たな活動にも挑戦したい。 
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4．成果ポスター 
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和歌山県西牟婁郡白浜町 

白良浜他海水浴場における集客力アップ及び 

             顧客ニーズにあったサービスの企画開発 
 

【活動の基本情報】 

 参加学生数：18 名 
         （1 年生：6 名、2 年生：10 名、3 年生：2 名） 

 活動期間：2023 年 6 月～2025 年 1 月 

 担当教員：佐野楓 
 

1．活動実施の経緯 

南紀白浜観光協会が実施している夏期白良浜海水浴場

での取り組み事業として、顧客満足度やお客様の利便性を

向上させるために、パラソル等の貸出や飲食物の販売事業

を行っている。その中で、南紀白浜観光協会と連携し、海

水浴場に来た顧客の潜在的なニーズに基づき、商品開発に挑んだ。参加学生が白良浜海水浴

場にて顧客と対面して販売貸出事業体験をし、かつ白浜町内の海水浴場での対面アンケート

調査を実施して現状の事業について調査・分析を行い、顧客ニーズにあったサービスを提供

できる事業設計を展開することを目的として活動した。 

2．活動の内容 

白良浜海水浴場にて顧客と対面して販売貸出事業体験をし、かつ白良浜海水浴場での対

面アンケート調査を実施して現状の事業について調査・分析を行った。現地実習前はアンケー

トの内容の調整など現地実習に向けてのミーティングを行った。また、昨年のアンケートの結

果をもとに観光協会の方と話し合いながら商品開発を行った。 

3．活動を通じて 

観光協会の方との連絡や計画、目標の設定などをたて、活動の方針などは観光協会の方

と話したことをもとに中心メンバーで話し合って決めた。ただ、計画は都度変更したりはして

いたものの、一年を通して計画通りに進まない年となった。商品開発も当初たてていた計画

通りに商品開発を行うことができなかった。ミーティングでスムージーをつくることは決まっ

ていたが、実際に商品開発に取り掛かるのが予定より大幅に遅れてしまった。そのため、満足

に手間をかけることができないまま販売となってしまった。スケジュールがタイトになってし

まった影響で商品開発そのものだけでなく、商品のアピールなども満足にできなかった。た

だ、ところどころ空白期間ができたりすることもあり、時期によって仕事量の差が大きくなっ

てしまったため、その空白期間にもっとできることを探すべきだった。現地実習に関しても、

地震の影響が大きく白良浜に訪れている観光客がかなり少なかった。そのため、アンケートの

集計にも影響がでてしまった。このように、想定外の事態や計画通りに進まないことが多く、

あまり満足できる活動にはならなかった。  
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4．成果ポスター 
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和歌山県和歌山市 

雑賀崎の地域資源の情報発信と空き家の利活用 
 

【活動の基本情報】 

 参加学生数：10 名 
         （1 年生：2 名、2 年生：4 名、3 年生：4 名） 

 活動期間：2022 年 4 月～ 

 顧問：永瀬節治 
 

1．活動実施の経緯 

私たちは、2019 年度に観光まちづくりコンテスト参加

のため発足した雑賀崎での活動を、より実践的に行うため

2022 年度から LPP として活動している。昨年度は地域

住民の方々や地域団体と協力して、イベントの実施や空き

家対策に向けての活動を行ってきた。 

 

2．活動の内容 

今年度の雑賀崎 LPP では、雑賀崎に住んでいる方・雑賀崎に訪れる方（観光客）に雑賀崎

をより知ってもらい、好きになってもらうため、子供向けのイベント、ロゲイニング、SNS での

発信などの取り組みを行った。 

2024 年 2 月に雑賀崎で活動する NPO 法人さいかざきポッセが主催する「enjoy!旧正

月 in雑賀崎」のイベントのなかで、子供たち向けに凧作りワークショップを企画、運営し、同年

8 月に同団体主催で開催された「盆踊り」では、祭りの雰囲気を盛り上げるため、お面やでん

でんだいご作りのワークショップを子供たち向けに実施した。 

また、自分たちを含めた若い世代に、より雑賀崎を身近に感じてもらうため、コンパスと地

図を持ち、制限時間内に指定されたチェックポイントを回り、いかに多くの得点を獲得するか

を競う競技「ロゲイニング」を実施し、雑賀崎 LPP 以外の本学部学生の参加を募った他、和歌

山市の住民や出身者などを繋げるコミュニケーションサービス「FAVTOWN」と連携し、雑賀

崎 LPP の活動や雑賀崎の魅力・課題の発信を行った。 

 

3．活動を通じて 

今年度の活動を通じて、自分たちがこれまで気づけなかった雑賀崎の魅力や課題を新たに

発見しただけでなく、今後自分たちがどのように雑賀崎に貢献していく必要があるのかを議

論する機会にもなった。今年度にあまり取り組めなかった空き家の利活用、コミュニティの活

性化等の活動も含め、次年度は雑賀崎の現状を踏まえつつ、新たに自分たちにしかできない

ことを見つけ活動していきたい。  
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4．成果ポスター 
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和歌山県田辺市龍神村 

地域塾による龍神村の資源を活かした山村活性化 
 

【活動の基本情報】 

 参加学生数：6 名 
         （2 年生：4 名、4 年生：2 名） 

 活動期間：2024 年 10 月～ 

 顧問：大浦由美、佐々木啓 
 

1．活動実施の経緯 

昨年度までの 3 年間、林業 LPP として『「林業×地域」の

再発見による地域将来ビジョン策定とシナリオプランニン

グ』というテーマのもと活動を行ってきた。3 年間の活動

から、将来に向けた取り組みの具体案として「地域塾」構想

を提案、その構想を実現することを目的とし、活動を実施する運びとなった。 

 

2．活動の内容 

今年度は受入団体である龍の里づくり委員会や地域の様々な関係者との関係構築、来年

度の地域塾の実施を目標にした現状の取り組みに関する調査の実施を目標に活動を行った。

今年度の活動で特に成果が得られたのは龍神村地域にて毎年開催されている翔龍祭への参

加である。龍神行政局や龍神村森林組合の方々の協力のもと、「組んで楽しむ 木育ジャング

ルジム」のワークショップのボランティアスタッフとして関わることができた。 

 

3．活動を通じて 

翔龍祭の参加を通して、昨年度までの活動では接点のなかった林業従事者の方や住民の

方々と交流を深めることができた。会話の中で住民が実感している人口減少などの課題や龍

神へ移住してきた人たちの関わりについて聞くことができた。また龍神分校の先生方にも

LPP の活動や地域塾構想について知ってもらう機会となり、来年度の実施を目標としている

地域塾の想定している参加者にもアプローチすることができた。昨年度までの活動では、翔

龍祭のような多様な地域住民と関わり龍神村地域を広く捉える機会があまりなかったので、

次年度以降も参加していきたい。 

今年度の活動の反省点としては、予定していた龍神中学校や南部高校龍神分校等の教員

や生徒を対象としたヒアリング調査が実施できなかったことである。調査については来年度

の活動開始に合わせ、可能な限り早期実施できるよう計画を進めたい。来年度の活動では夏

～秋頃に実際に地域塾を実現できるよう、現地調査や講師となる地元関係者への呼びかけ

を積極的に行っていきたい。  
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4．成果ポスター 
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3．2024 年度 LPP 参加学生交流会の実施 

LPP に関する 5 つのテーマについて、グループディスカッションを行った。各テーマにはフ

ァシリテーター（リーダーを務める学生が担当）が付き、参加学生 4～7 名のグループに分かれ

て 7 分間の意見交換を行った。1 つのテーマでの意見交換が終われば次のテーマへ移動する

ことで、全員が 5 つのテーマについて意見交換をした。なお、グループは事前に組分けし、複

数の LPP プログラムから数名ずつが混合した構成とした。ファシリテーターを中心に、学生の

意見を付箋に書き出し、模造紙に貼付することで意見交換の活性化を目指した。 

 

開催日時：2024 年 10 月 21 日（月）、22 日(火) 両日とも 16 時 40 分～18 時頃 

会   場：和歌山大学 西 4 号館 T-101 教室、 

参加者数：21 日（月）学生 79 名、22 日(火)学生 34 名 

 

■当日のディスカッションテーマ 

１．地域や学生、学生同士、担当教員とのコミュニケーション、連絡の取り方について 

２．この半年間を振り返って自分ができたこと、できなかったこと、残りの半年間で頑張りた

いことについて 

３．学生のモチベーションについて 

４．LPP の活動が授業に活かされている、または、授業が LPP の活動に活かされていると

感じるのはどんな時ですか 

５．全員ある程度平等に活動するためにはどうするべきだと思いますか 
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4．2024 年度合同活動報告会の実施 

2024 年度に実施した LPP の活動報告について、その取り組みを広く共有し、学生が活動

を振り返り、自身の学びと今後の活動のブラッシュアップを図るため、「2024 年度 LPP 合同

活動報告会」を実施した。本報告会は、各プログラムのリーダーを務める学生が中心となり、企

画、運営をした。当日のプログラムについては次頁を参照のこと。 

 

開催日時：2025 年 1 月 30 日（木）、31 日（金） 両日とも 16 時 30 分～18 時 15 分頃 

会   場：和歌山大学 西 4 号館 T-101 教室、2F 多目的スペース 

主   催：和歌山大学 観光学部 

来場者数：30 日（木）学生 79 名、教職員 10 名、一般 11 名 

       31 日（金）学生 73 名、教職員 9 名、一般 12 名 

 

1）発表について 

各プログラムが作成したポスター*（一部のプログラムでは追加資料として動画やグラフ等）

をスクリーンまたはモニターに掲示しながら、参加学生による 5 分間の活動報告の後、３分間

の質疑応答を行った。参加者および学生からの発表内容に対する意見や感想は、報告後の質

疑応答タイム及び交流会で行った。また、Microsoft フォームズを併用し、ご意見、ご質問の

収集にあたった。回収したご意見等は、各プログラムのリーダーに共有した。 

*発表の際使用したポスターについては、各プログラムの活動報告（本誌 P.12～P.47）を参

照のこと。 
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２）発表の実施報告 

本会では、各報告時間に２プログラムずつ、別のエリアで発表を行った。当日の振り返りと報

告のため、後日、各プログラムの発表の様子や、アンケートフォームで回収したご意見・ご質問

に対する回答をまとめた報告書を参加学生が作成した。 

 

和歌山県紀の川市 

テーマ：紀の川市の新商品開発プロジェクト 

●報告について 

  紀の川市 LPP は紀の川市の食材を使った新商品を開発しようという目標のもと 2 つの

班に分かれ、実現に向け取り組んだ活動の内容について報告した。アフタヌーンティー開発

班はすでに商品開発を終えていたため、そこに至るまでの経緯や商品を作るうえでのコン

セプトについて説明した。一方、発酵ドレッシング開発班は、現在も商品開発の最中であるた

め現在までの報告と今後の活動予定について報告した。最後にまとめとしてこの活動を通

して学んだこと、得た知見について述べた。質問の時間には、「自分らしさをどのような場面

で活かすことができたか」という質問に対して、各々が自分の考えを伝えた。1 回生のみの

LPP であったがそれぞれが役割を考え、行動できた報告会であったと思う。 

  パネル展示の時間には、地域住民の方や行政の方が質問にいらしてくださり、自分たちの

成果について説明する機会ができたことでより活動のやりがいを実感することができた。 

 

和歌山県海南市 

テーマ：大崎地区の歴史と現状を体験的に調べ、暮らしを継続的なものとするための 

     ステップを議論する 

●報告について 

  報告会では、一年間活動を行ってきたことのまとめなどを中心に話した。ただ、まとめを

話すだけでなく、私たち LPP メンバーが抱く大崎に対する思いを含めて、お話をできたこ

とがとても良かった。また、昨年度から制作を続けてきた大崎ガイドブックをこの場を借り

て初めて披露させていただき、多くの人に手に取ってもらうことができた。 

  この発表を通して、改めて自分たちの大崎にある魅力や価値を再認識できたし、多くの方

にその魅力を少しだけでも感じ取ってもらえたのではないかと考える。そして交流会では、

ガイドブックや大学祭での模擬店出店について興味を持っていただいた方が多く、より詳し

い内容をお話するなど、メンバー全員で交流を深め、よい話し合いをすることができた。 

 

●質疑応答 

Q.ガイドブックは今後どのような形で配布していくのか。 

A.メインとしては大崎の方々（住民の方）に配布することであるが、観光学部棟の配布物コ

ーナーに何部か置かせていただき、外部の人にも手に取ってもらえるような形にする。 
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Q.インスタを開設したと話していたが、具体的にどのような運用を行っているのか。 

A.昨年の夏ごろに開設したばかりなので、それほどフォロワーは多くありませんが、自分た

ちの活動や思い出を中心に投稿している。今後もたくさん情報を発信していくつもりであ

るのでぜひ多くの方に見ていただきたいし、フォロワー増加に向けた取り組みを行いた

い。 

 

和歌山県海草郡紀美野町 

テーマ：地区×学生による観光・文化・交流情報発信と棚田の再生 

●報告について 

  報告では 2024 年度に本 LPP で行った活動と来年度の活動目標を中心に発表した。発

表では一つの活動に注力するのではなく、地域貢献と自分たちの学びを目標とした様々な

活動に取り組んできたという本 LPP の特色を伝えることができたと考える。 

 

●質疑応答 

Q.来年度の活動目標はどのように実現していく予定か。 

A.本 LPP では「地域資源を活動した教育観光の推進」「学びと現地活動の相互関係強化」を

来年度の目標として設定していた。ただ、実際にどのようにその目標を達成するかについ

てはまだ話し合いの途中であったため、現状としては検討段階であると回答した。来年度

メンバーを中心に具体的な方法を決定させていく予定である。 

 

和歌山県有田市箕島 

テーマ：多世代で取り組むまちづくり 

●報告について 

  報告では、今年度の活動であるスマホ講座、あそぼうさいについて話した。また、ワークシ

ョップに関しての報告は開催途中であったため第一回のみの説明となった。今年度は ICT

講習、防災イベント、ワークショップとテーマを絞った活動ではなく様々な活動を行った。各

活動の詳細についての報告を通じて好意的な意見を頂けただけではなく、地域の活動団体

に興味を持った学生もいたようだった。 

 

●質疑応答 

Q.あそぼうさいにて協働したマモッチャクラブとはどんな団体なのか。 

A.防災士の資格を持つ有田市の主婦の方々によって構成された団体であり、去年の活動で

も力を貸していただいている。 

Q.来年度以降の活動はどうするのか。 

A.来年度以降はワークショップを通じテーマを考え直すとお伝えしましたが、防災に注力し

た活動に変わる予定である。 
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和歌山県有田市宮原 

テーマ：青みかん（摘果みかん）の価値を上げる 

●報告について 

  LPP 最後の年（５年目）となった今年度は今までの活動の総決算として商品化を実現さ

せることを大きな目標に活動に取り組んできた。報告会では商品開発に加え今年度行った、

地域のお祭りでの出店や摘果作業の振り返り、2 月 9 日に企画しているイベントについて

報告した。報告会・交流会では商品化された青みかんポン酢について質問をいただいた。 

 

●質疑応答 

Q.様々な商品がある中でポン酢に着目した経緯 

A.栽培情報班が行った青みかんの時期ごとの味や搾汁量の調査結果から、学生メンバーで

商品アイデアの検討を行い、青みかんの特徴である酸味や苦みを活かすことができ、かつ

実現可能性が高いと考えられた「ポン酢」の商品化を行った。 

Q.どのように業者さんとタイアップしたのか。 

A.学生メンバーで青みかんを活かせる商品を考え、協力いただけそうな事業者をリストアッ

プした。その後、ポン酢に関しては商工会議所の方の協力を得て企業候補を探し、候補と

なる企業にはメールを送った。そしてオンラインミーティングでプレゼンテーションを行

い、最終的に協力を得ることができた。 

Q.商品化に至るまでの経緯とプロセス 

A.活動開始当初から青みかんを使用した料理のレシピを考案してきたが「宮原といえば、青

みかんといえば、これ！」と思ってもらえるような商品を開発したいという想いからこの

活動に取り組んできた。まず、栽培情報班が青みかんの時期ごとの味や搾汁量の変化な

どを調査し、それをもとに学生メンバーで実現できそうな商品アイデアを検討した。その

結果、「ポン酢」と「スイーツ」に絞り、事業者の方にメールで協力を依頼した。その後、企業

や地域の方々と連携し、試作や改良を重ねながら商品化を進め、2024 年 11 月に販売

を実現することができた。 

 

和歌山県有田郡湯浅町 

テーマ：湯浅の若者と共につくる本気の商品開発！ 

●報告について 

  報告会では、湯浅町の概要と一年間の活動を発表した。最後には、二年間の活動を振り返

り、達成できなかった目標についても触れたが、試行錯誤を重ねながら良い形で活動を終

えることができたと感じている。この発表を通じて、湯浅町の魅力や商品開発の難しさ、そ

して地域の人々との交流の重要性を伝えることができたのではないかと思う。 

  また、交流会では湯浅町に興味を持ってくださった方々がポスターの近くに集まり、私た

ちの活動や湯浅町についてさらに詳しくお話しする機会を持つことができた。 
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●質疑応答 

Q.二年間の活動の中で最も印象に残っている活動は何か。 

A.最後のイベント。最後のイベントでは、これまでの商品開発の成果を湯浅町の方々に直接

伝えることができただけでなく、湯浅町の住民や観光客の方々と接客を通じて交流する

ことができた。とても楽しい時間であり、地域の方々との絆を深める良い機会となったと

感じている。 

 

和歌山県有田郡広川町 

テーマ：和歌山県広川町の地場農産物を活用した新商品の開発 

●報告について 

  活動報告会には学生５名全員で出席した。今年度からの新規プログラムである広川 LPP

は、現地活動３回（うち１回宿泊研修）、通年課題としての商品開発事例の収集など、一年を

総じて活動を振り返った後に、１/27 に行った LPP 内部での報告会での内容について話し

た。最後に、次年度以降の活動で何を意識して取り組んでいくか今後の展望について報告

を行った。 

  広川を知ることに時間がかかってしまい、当初の活動計画通りには進められなかったが、

最終的には商品案を発表する段階まで進めることができた。来年度は失敗を恐れず、企画

した商品を形にしていき、トライ＆エラーの精神でどんどんチャレンジすることを意識してい

きたい。 

 

●質疑応答 

Q.「内部報告会で課題点・改善点について話し合った」それの具体的な内容について 

A.実際に提案した商品案を簡単に説明したうえで、八朔の季節性や必要コスト・制作方法を

今後なるべく早く決定していく必要があるということ。 

 

和歌山県日高郡美浜町 

テーマ：美浜町の資源を活かした観光誘客 

●報告について 

  各々の LPP で、様々な活動がされていて興味深かった。人数が多いからといって、活動

が円滑に進むとは限らず、反対に人数が少ないからといって様々な活動ができるとは限ら

ず、グループ活動の難しさを改めて感じた。私が所属していた美浜町 LPP では、人数が多

く、取りまとめるのが大変で、会議の欠席が多くなると活動意欲が下がり、活動の参加頻度

が少なくなる学生が一定数いた。一方で、今回の合同報告会を聞いて、人数が少ないからこ

そできる活動が限られてしまったり、同様に意欲低下やスケジュール調整により参加できな

い学生がでてきたりしていたという意見を聞いて今後の課題として改善していかなければ
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ならない点だと感じた。良かった点は、イベントや地域活性化といった地域の方と LPP が

上手く関わり、地域の課題を楽しく改善できていたところが活動を通じて感じたので、貴重

な経験が自分も含めそれぞれのグループでできていたと思う。一年間リーダーとして、メン

バーが楽しく活動できる雰囲気作りを意識してやってきたが、他の LPP のリーダーも雰囲

気作りに力を入れていると話していたことを踏まえて今回合同発表会でどの LPP も一致

団結して楽しそうにしていてこれまでの成果が出ていたと感じた。 

 
和歌山県東牟婁郡那智勝浦町 

テーマ：中山間地域における地域ハブ（HUB）の役割と可能性を考える 

●報告について 

  私たちの LPP では、昨年度に引き続き、【中山間地域における地域 HUB の役割と可能

性について】というテーマで活動を行った。昨年度は、全国棚田サミットの開催地となり、そ

のイベントを中心とした活動を行った。今年度はより地域の内部に密着し、【環境共生の会】

という、地域の人達の寄り合いの場に実際に参加させて頂くこととなった。そこでは、色川

で暮らす人々が【色川の未来】について考え、行動していることが分かり、様々な学びを得る

ことが出来た。この 2 年間を通し、色川における中山間地域の【HUB】とは、【色川について

考え、その思いを共有することが出来る寄り合いの場】ではないかという、テーマの答えを

自分たちなりに導き出すことが出来た。昨年度と今年度から得た学びを、報告できちんとお

伝えすることが出来たと考えている。また、私たちの報告を拝見し、1 回生の方が興味を持

って頂き、報告会の後の交流会にて声をかけていただけた。単なる活動報告ではなく、色川

という地域に興味を持っていただくきっかけとなる良い機会になったと考えている。今年

度でテーマの区切りがつくので、報告会で得た発見を参考にしつつ、来年度の活動に活かし

ていきたいと考えている。 

 

⚫質疑応答 

Q.学生が寄り合いに参加したことで、地域にとってどういった効果があるのか。 

A.私たち学生が寄り合いに参加したことで、話し合いがより円滑に進んだと考えられる。参

加した【地域共生の会】の寄り合いでは、プロのファシリテーターの方をお招きし、グルー

プワークの形を取っていくつかのテーマについて意見交換を行っていた。学生は、各グル

ープの書記として、グループ内で出た意見を全体に共有するという役割を担った。地域の

方は、学生が客観的に分かりやすく意見をまとめてくれたことで、話し合いが円滑に進ん

だ、また頼みたい、と言ってくださっていた。また、学生としても、地域特有の限られたコ

ミュニティ内での話し合いの難しさ、新しいことを実行するこの厳しさを学ぶことが出来

た。これらは実際の寄り合いの場に参加してみないと分からないことであり、そのような

場に参加する機会は貴重なため、来年度も機会があれば参加したいと考えている。 
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Q.過去に那智勝浦町色川 LPP に参加していた先輩で、色川の方と地ビールを作ったとい

う話があったが、現在はその地ビールはどのようになっているのか。 

A.地ビールを作ったという OB の先輩とは 1 度お会いしたことがあるが、現在その作られ

た地ビールが色川でどのように扱われているのかは情報を得ることが出来ていないの

で、確認したい。 

 
和歌山県新宮市 

テーマ：新宮市を訪れる観光客のニーズ調査・分析及びコンテンツ発掘・発信 

●報告について 

  新宮市 LPP は、「観光客を対象とした映像コンテンツの発信」と「新宮という観光地のニ

ーズ調査」の２つをメインに活動してきた。一年目の成果を発表するために、ショート動画 2

本を筆頭に、訪問報告や常時活動やニーズ調査、また今年の活動を踏まえて来年どのよう

な活動をしたいのかを中心に報告を行った。特に実際制作した動画を報告会で使用するこ

とにより、相手の反応などをリアルに感じ取ることができ、これからの私たちの活動の刺激

となった。 

 

●質疑応答 

Q.（新宮市出身の方より）実際に新宮市を訪れてみてどう感じたのか。 

A.すごく穏やかで親切な街、そして世界遺産などの歴史が身近に触れることができ、飲食店

などが多く魅力的な街と感じた。最初は距離感があっても、大学の勉強などで訪問してい

ることを知ると、すごく親身に様々なことを教えてくれて活動のサポートになった。 

 

和歌山県新宮市、田辺市、東牟婁郡那智勝浦町 

テーマ：世界遺産登録 20 周年プレイベント 

     世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」を学び、熊野を盛り上げよう。 

●報告について 

  報告会では、今年度の取り組みである「パンフレット制作・デジタルスタンプラリーの実施・

公式 Instagram の運営」に加え、その他の広報活動やアンケート・SNS インサイト分析に

よる成果と今後の展望について発表した。 

  質疑応答では質問は出なかったが、その後の交流会では学生や関係者の方々から労いの

言葉や感想をいただいた。また、成果ポスターをじっくりご覧になる方も多く見受けられ

た。 

  前年度と比べてメンバーが 10 名以上減少したこともあり、一人ひとりの活動量が増えて

いたが、その分、熊野三山観光協会の方々や京都産業大学の学生の皆さんとの連帯意識も

強まり、メンバー全体のアントレプレナーシップも醸成された 1 年になったと考える。 

 



- 59 - 

大阪府阪南市 

テーマ：阪南市の産業振興と魅力発信 

●報告について 

  メンバーそれぞれがポスター制作において担当した箇所について発表した。具体的には

阪南市とその課題とは、まちあるきや地域のイベントについて、SNS での発信について、活

動を振り返ってのまとめなど。阪南市 LPP は今年度で活動が終了するため、2 年間の活動

の総括とともに報告を見に来てくださった市役所の方に感謝をお伝えできたことも良かっ

た。昨年はそれぞれのポスター周辺に集まっての発表だったため手狭に感じる場面もあっ

たが、今年は広いスペースを使えたので 8 人での発表も問題なく、発表前後の移動もスム

ースだったように感じる。 

  報告会の後の交流会では、阪南市の隣町である岬町の観光協会の方とお話しさせていた

だいた。岬町でもイルミネーションなどの取り組みを行っており、SNS をみて訪れる方が多

いそうで、特に私たち世代に情報を届けるための SNS の重要性について再認識すること

ができた。 

 

大阪府岸和田市 

テーマ：古民家活用を通して地域課題の解決策を考え、実践する。 

●報告について 

  報告会では岸和田市山手地区で行った取り組みを中心に今年度の活動内容について発

表した。スタンプラリーイベント当日の竹笛の演奏や参加者アンケートの集計から作成した

グラフを使用して現状について整理した。協働先である岸和田市立図書館、岸和田古眠家

Base の方々にもご来場いただき発表を聞いていただくことができた。 

 

●質疑応答 

Q.スタンプラリーイベントについて広報はどのように行ったのか。 

A.今回のイベントは地域外よりも地域住民に向けて古民家活用を行っているという周知を

進め、活動を理解してもらうことを目的としていた。Instagram での情報発信以外では

紙媒体としてチラシを作成した。図書館やスタンプラリーのチェックポイントとなった場所

に置いてもらったり町から許可を得て回覧板で回してもらったりして地域内で広報活動

を進めることができた。 

Q.Instagram の活用に関してどのような投稿をしているか。フォロワー数は何人でいつ

頃から始めたか。 

A.昨年度（2023 年 5 月 21 日）よりアカウントを開設したが、投稿等の運用を開始したの

は今年度から。フォロワー数は 101 名（1 月 31 日時点）。投稿内容はスタンプラリーのチ

ェックポイントである場所について紹介し、イベント当日までカウントダウン形式で投稿し
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た。ハッシュタグはイベント内容に関連するワードの中から投稿件数が多いものなどを分

析し、分析結果をもとに使用するワードを決定した。 

 
和歌山県有田郡有田川町 

テーマ：学生との協働による棚田保全・集落支援活動 

●報告について 

  今年度の活動について振り返った。2024 年５月から 2025 年 1 月までの各活動を紹

介し、そこでの成果や学びについてコメントした。発表の終わりには、活動日数の増加と地

域住民向けの活動報告誌である「ふぁむからあのね」の復刊が今年度の成果であると総括

し、来年度はワークショップにあった意見をもとに、地域の食文化に関する勉強会を開くこ

とや地域外への広報活動に力を入れることを目標とすると締め括った。 

 

●質疑応答 

Q.地域の方々にとって有田川町 LPP のメンバーはどのような役割を担っていると思うか。 

A.日々の活動や「ふぁむからあのね」での感想の共有を通して、獣害対策の疲弊などで失わ

れつつある地域の方々の農業に対する誇りを取り戻すという役割を担っているように思

う。また余談ではあるが、地域の方々のなかには、LPP メンバー以外の面識のない地域

外の人たちが集落に来ることに対して、あまり前向きでない方がいることが分かった。そ

のため、今後は地域の方々との合意形成にも注力しなければならないと感じている。 

 

和歌山県西牟婁郡白浜町 

テーマ：白良浜他海水浴場における集客力アップ及び 

     顧客ニーズにあったサービスの企画開発 

●報告について 

  今年度の活動は先年度の活動に引き続き現地実習を行った。そのため、昨年度のアンケ

ートの調整内容と商品開発の経緯・過程・結果・反省について報告した。また、地震の影響で

活動にも影響がでたことも報告した。最後に 1 年間を通しての反省点や学びなどの総括を

行った。 

 

●質疑応答 

Q.商品のアピール方法についてどのようなことを行ったか。 

A.商品のカップのデザインにわだにゃんをいれたり、POP をつくったりすることでアピール

をした。ただ、SNS などをうまく使ったアピールを行うことができなかったことを反省し

ている。 
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和歌山県和歌山市 

テーマ：雑賀崎の地域資源の情報発信と空き家の利活用 

●報告について 

  「雑賀崎の地域資源の情報発信と空き家の利活用」のテーマの下、今年度行った活動内容

について発表した。活動内容としては、受け入れ団体であるさいかざきポッセの協力で行っ

た子どもたち向けのイベント、学生が主体となって実施したロゲイニング、FAVTOWN の協

力のもと実施した若者をターゲットとした SNS 発信について発表した。報告を通じて、1 年

間の活動を振り返ることができ、今後の活動を考える良い機会になった。 

 

⚫質疑応答 

Q.これから参加者を増やしていきたいとのことだが、参加人数が増えると、住宅と道との距

離が近い雑賀崎において観光客が歩き回ると騒音などの地域への悪影響が生じてしまう

のではないかと感じた。これからロゲイニングをより発展させていく上で、どのように地

域への配慮を行おうと考えているか。 

A.地域の方とどのように関わっていくかについては、ロゲイニングに関わらずどのイベント

を行う上でも考えなければいけない課題だと感じている。特にロゲイニングは、チェック

ポイントを探し歩き回ることになるため、地域の方のご協力やロゲイニングの開催目的を

明確にする必要があると考えている。学生の中でも、どのように雑賀崎の地域の方とロ

ゲイニングを通じて関わっていけば良いのか話し合いを行ってきた。話し合いを通じて、

回覧板にて住民の方にイベントのことを事前に周知することや、お年寄りのかたでも参加

しやすいルート作成などが挙げられた。しかし現在、ロゲイニングを続けていく目的が分

からず、来年度も継続していくか決めかねている状態である。そのため、具体的にどのよ

うに地域の方と関わっていくか決められていない状況ではあるが、これからどのようなイ

ベントをする際にも地域との関わり方は重要な観点になるため、ロゲイニングの継続の是

非に関わらず考え続けていきたいと考えている。 

 

和歌山県田辺市龍神村 

テーマ：地域塾による龍神村の資源を活かした山村活性化 

●報告について 

  発表には報告会用に作成したポスターの他、以前 LPP 交流会で使用したスライド資料を

一部変更したものを使用した。龍神 LPP は他の L ゼミと掛け持ちで参加している学生も多

いため、当日参加できる学生に限りがあったが 2 年生メンバーを中心に発表を行った。内

容としては、昨年度まで 3 年間実施していた L ゼミでの活動と地域塾構想に至った流れ、

地域塾の概要、今年度の活動、次年度以降の展望について発表した。 

  交流会の際には、先生などからより地域塾構想を具体化したものにブラッシュアップして

関係機関との連携を進めていくべきだなどのアドバイスもいただいた。 
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●質疑応答 

Q.地域塾構想について、具体的に誰が講師となり、どのような形態で実施するのか。 

A.私たちが昨年まで行ってきた L ゼミでのフィールドワークの形式を土台にしながら、地域

の若者の新鮮なアイデアを創出しやすいようなブレインストーミングの実施などを検討中

である。 
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地域連携プログラム（LPP）の沿革 

 

■2008～10 年度（平成 20～22 年度） 

地域インターンシップ・プログラム（通称 LIP ※2012 年度に改称）は、2008 年観光学部の

設置とともにスタート。観光学部より和歌山県下の自治体への協力要請を行い、各教員が担当す

る自治体との協議を重ね、早いプログラムでは 2008 年度中に、遅いものでも 2009 年度中

にはプログラムの実施に至った。 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）： 

 6 件／42 名（2008）、8 件／46 名（2009）、3 件／18 名（2010） 

 

■2011 年度（平成 23 年度） 

・地域連携担当の配置 

・地域インターンシップ実施要項の整備 

 ◇地域（自治体）からプログラム内容について提案を受け付ける「地域提案型」と教員の地域と

の共同研究をベースとした「申請型」の 2 つのプログラムを設定。 

 ◇主要な活動対象エリアを、和歌山県内に加えて大阪南部の自治体（岬町、阪南市、泉南市、田

尻町、泉佐野市、熊取町、貝塚市、岸和田市）にまで拡大。 

・地域提案募集：5 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：4 件／24 名 

 

■2012 年度（平成 24 年度） 

・名称変更：RIP から LIP へ改称 

・実施要項の改訂 

 ◇申請型については、主たる活動エリアを和歌山県内と大阪南部以外でも可とした。 

・地域提案募集：5 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：11 件／80 名 

 

■2013 年度（平成 25 年度） 

・地域連携の所管が観光教育研究センター（現：観光実践教育サポートオフィス）となり、担当者を

配置。 

・LIP の制度改善を図るため、活動実績のある自治体の担当者にヒアリング調査を実施。 

・LIP の認知度や参加意識を明らかにするため、学生対象のアンケート調査を実施。 

・地域提案型プログラムの質向上のため、活動実績のある自治体や和歌山市周辺の自治体を廻

り、LIP の評価の聞き取りや新制度についての周知活動を実施。 

・地域提案募集：4 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：5 件／73 名 

 

■2014 年度（平成 26 年度） 

・LIP 周知活動の一環として、2014 年度活動の報告書を作成（以後継続して作成）。 

・地域提案募集：地域と大学間の事前協議期間を確保するため前年度 3 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：10 件／139 名 
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■2015 年度（平成 27 年度） 

・LIP 周知活動の一環として、2015 年度活動の報告書を作成。なお、報告書には、2008～

2015 年度までの LIP に関するデータを所収（以後継続して所収）。 

・地域提案募集：地域と大学間の事前協議期間を確保するため前年度 3 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：15 件／191 名 

 

■2016 年度（平成 28 年度） 

・LIP 周知活動の一環として、2016 年度活動の報告書を作成。 

・LIP への参加意識や活動から得られる学びを把握するべく、参加学生を対象に活動前後のアン

ケート調査を実施（以後継続して実施）。 

・地域提案募集：地域と大学間の事前協議期間を確保するため前年度 3 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：21 件／227 名 

 

■2017 年度（平成 29 年度） 

・LIP 周知活動の一環として、2017 年度活動の報告書を作成。 

・LIP への参加意識や活動から得られる学びを把握するべく、参加学生を対象に活動前後のアン

ケート調査を実施。 

・地域提案募集：地域と大学間の事前協議期間を確保するため前年度 3 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：19 件／217 名 

 

■2018 年度（平成 30 年度） 

・LIP 周知活動の一環として、2018 年度活動の報告書を作成。 

・LIP への参加意識や活動から得られる学びを把握するべく、参加学生を対象に活動前後のアン

ケート調査を実施。 

・地域提案募集：地域と大学間の事前協議期間を確保するため前年度 3 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：13 件／190 名 

 

■2019 年度（令和元年度） 

・LIP 周知活動の一環として、2019 年度活動の報告書を作成。 

・LIP への参加意識や活動から得られる学びを把握するべく、参加学生を対象に活動前後のアン

ケート調査を実施。 

・LIP の質的向上、学びの深化、広い活動発信を目的に「LIP 合同活動報告会」を実施。 

・地域提案募集：地域と大学間の事前協議期間を確保するため前年度 3 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：14 件／194 名 

 

■2020 年度（令和２年度） 

・LIP 周知活動の一環として、2020 年度活動の報告書を作成。 

・LIP への参加意識や活動から得られる学びを把握するべく、参加学生を対象に活動前後のアン

ケート調査を実施。 

・地域提案募集：地域と大学間の事前協議期間を確保するため前年度 3 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：16 件／209 名 
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■2021 年度（令和３年度） 

・LIP 周知活動の一環として、2021 年度活動の報告書を作成。 

・LIP への参加意識や活動から得られる学びを把握するべく、参加学生を対象に活動前後のアン

ケート調査を実施。 

・LIP の質的向上、学びの深化、広い活動発信を目的に「LIP 合同活動報告会（オンライン）」を実

施。 

・地域提案募集：地域と大学間の事前協議期間を確保するため前年度 1 月に送付。活動内容の

質的向上のため、公募タイプのうち 2021 年度新規提案募集分から、地域側から事前に担当教

員の希望を受け付け、教員が承諾したものをプログラム化することとしたため。 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：21 件／231 名 

・2022 年度（令和 4 年度）から、「地域連携プログラム（Local Partnership Program, 

LPP）」へと名称・枠組みを変更することとなり、制度設計の見直し・各所への通知などを実施。 

 

■2022 年度（令和 4 年度） 

・「地域連携プログラム（Local Partnership Program，LPP）」へと名称・枠組みを変更。 

・LPP 周知活動の一環として、2022 年度活動の報告書を作成。 

・LPP への参加意識や活動から得られる学びを把握するべく、参加学生を対象に活動前後のア

ンケート調査を実施。 

・LPP の質的向上、学びの深化、広い活動発信を目的に「LPP 合同活動報告会」を実施。 

・地域提案募集：地域と大学間の事前協議期間を確保するため前年度 1 月に送付。LIP から

LPP への移行期間とするため、2022 年度は新規プログラム（L ゼミ地域公募タイプ）の募集

は実施せず、2021 年度からの継続プログラムおよび L ゼミ教員申請タイプ、L 活を実施した。 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：19 件／210 名 

 

■2023 年度（令和 5 年度） 

・LPP 周知活動の一環として、2023 年度活動の報告書を作成。 

・LPP への参加意識や活動から得られる学びを把握するべく、参加学生を対象に活動前後のア

ンケート調査を実施。 

・LPP での学びや活動の振り返り、共有を目的とした、LPP 参加学生の交流会を実施。 

・LPP の質的向上、学びの深化、広い活動発信を目的に「LPP 合同活動報告会」を実施。 

・地域提案募集：地域と大学間の事前協議期間を確保するため前年度 1 月に送付。 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：18 件／189 名 

 

■2024 年度（令和 6 年度） 

・LPP 周知活動の一環として、2024 年度活動の報告書を作成。 

・LPP への参加意識や活動から得られる学びを把握するべく、参加学生を対象に活動前後のア

ンケート調査を実施。 

・LPP での学びや活動の振り返り、共有を目的とした、LPP 参加学生の交流会を実施。 

・LPP の質的向上、学びの深化、広い活動発信を目的に「LPP 合同活動報告会」を実施。 

・LPP の質的向上、個々の学生の学びの深化を目的に「LPP 個人レポート課題」を課した。 

・地域提案募集：地域と大学間の事前協議期間を確保するため前年度 1 月に送付。 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：17 件／155 名 
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【これまでの LIP/LPP 活動地域と活動テーマ一覧】 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

和歌山市 

2009 四季の郷公園周辺調査等 

2010 
四季の郷公園と周辺農地を利用した農業観光の振興、および中心市

街地との連携による活性化調査 

2011 お城を中心としたまちなか回遊性の創出 

2014 和歌山市民の森づくり事業 

2015･16 
和歌山公園動物園（通称：お城の動物園）の環境エンリッチメントを

通じた観光活用 

2016 

地域資源を活用した、見どころマップの作成とまちあるきの実施（山

東地域） 

名勝「和歌の浦」の魅力発信 

和歌山市立伏虎中学校の閉校記念誌づくり 

2016･17 
観光資源を活用した観光振興の体験と調査・研究（和歌山城におけ

るおもてなし忍者による観光振興を通じて） 

2017 
和歌山公園動物園（通称：お城の動物園）の地域資源としての観光活

用〜和歌山公園動物園の今後とリニューアルの検討〜 

2021-23 加太・磯の浦エリアにおける観光映像を活用した地域振興 

2022-23 
雑賀崎の観光スポット（レモンの丘）整備と活用のための情報発信（L

活） 

2024 雑賀崎の地域資源の情報発信と空き家の利活用（L 活） 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

岩出市 

2015 観光地の活性化と情報発信 

2018 SNS を利用した地域資源再発見と訪れてみたくなるコンテンツ作り 

2019 ねごろ歴史の丘巡りスタンプラリー帳作成 

2020-22 道の駅「ねごろ歴史の丘」利用者調査及び利用促進企画 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

紀の川市 

2009 
青洲の里施設内で実習および農家民泊体験、地域住民との意見交

換 

2010 「細野渓流キャンプ場」集客向上と地域活性化の検討 

2011 細野渓流キャンプ場を起点とした地域活性化 

2012-16 紀の川市地域活性化 

2018-22 紀の川スイーツの開発 

2023・24 紀の川市の新商品開発プロジェクト 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

かつらぎ町 

2008 花園ふるさとセンターの有効活用に関する調査研究 

2012 
かつらぎ町日帰りプランの作成 

都市近郊中山間地域における交流型農業への展開可能性を探る 
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市町村名 活動年度 活動テーマ 

橋本市 2009 青年の家やどりの運営体験およびリニューアルプランの検討 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

海南市 

2020-22 交流・ 関係人口増を目指したエリア体験型観光コンテンツ開発 

2023・24 
大崎地区の歴史と現状を体験的に調べ、暮らしを継続的なものとす

るためのステップを議論する 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

紀美野町 

2014 地域活性化にむけた調査研究（現地ヒアリング） 

2015-17 

地区×学生による継続可能な地域活性化にむけた寄り添い型支援

体制の構築と観光・交流情報発信 

世代間交流を推進する地域拠点の企画・運営（認知症カフェでの実

践を通じて） 

2018 
地区×学生による知られざる歴史掘り起こしと観光・文化・交流情報

発信 

2018･19 
世代間交流を推進する地域拠点の企画・運営（コミュニティカフェ等

での実践を通じて） 

2019-24 地区×学生による観光・文化・交流情報発信と棚田の再生 

2020-22 きみのげんきマップの作成 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

有田市 

2013 

みかん産地の農家の今後を考える（有田地域みかん農家経営継続課

題調査） 

有田地域における魅力的な居住環境を考える（有田地域の居住地選

定要因に関する調査） 

2014 
地元小学生が見つけた地域の資源に対する傾向・特性調査とその活

用提案 

2016 
魅力ある図書館づくり―新図書館開館にむけてー 

空き家活用による地域活性化プロジェクト 

2017 市民が集う市民会館づくり―新市民会館開館にむけて― 

2017・18 地域で働く人の魅力を子どもたちに伝える 

2019 箕島の魅力発信 

2020-22 箕島で暮らす多世代の住民による魅力再発見 

2020-24 青みかん（摘果みかん）の価値を上げる 

2023 ICT の活用による多世代で取り組むまちづくり 

2024 多世代で取り組むまちづくり 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

有田川町 2008･09 
観光スポット調査（鉄道フロムナード、あらぎ島・清水温泉周辺）、お

よび各種施設における就業体験 
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有田川町 

2010 
観光スポット調査（観光ブドウ園ほか）、および各種施設における就

業体験と町内宿泊施設におけるモニター宿泊 

2011 
観光スポット調査、および各種施設（鶏卵牧場ほか）における就業体

験と町内宿泊施設におけるモニター宿泊 

2012･13 学生との協働による棚田保全活動体制の構築に関する基礎調査 

2014 しみず体験・学習プログラムの開発 

2014-18 学生との協働による継続的な棚田保全活動体制の構築 

2019-21 学生との協働による継続的な棚田保全活動（棚田ふぁむ） 

2022-24 学生との協働による継続的な棚田保全・集落支援活動 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

湯浅町 
2009 

町内主要施設の視察と集客イベントへの活用法の検討、および有力

事業者への観光誘客に関わる聞き取り、イベントにおける JAZZ バ

ンド演奏会の開催 

2023・24 湯浅の若者と共につくる本気の商品開発！ 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

広川町 

2014-19 
津木地区寄合会の運営、特産品開発、情報発信、イベントを共に考え

る 

2020・21 ツーギー谷のお花畑の活用を通した津木地域の活性化を考える 

2022 
ツーギー谷のお花畑の活用を通した津木地域の活性化を考える 

（L 活） 

2024 和歌山県広川町の地場農産物を活用した新商品の開発 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

由良町 2014 観光地の新たな魅力発見 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

日高町 2016･17 
地域資源の自慢を後世に引き継ぐと共に経済効果のある参加型イ

ベントの企画立案を共に考える 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

日高川町 

2008 小学生の農村生活体験実習受入のための基礎調査 

2009 
子ども農山漁村交流プロジェクト推進のための学生サポーターおよ

び課題発見 

2012 
日高川町における祭事を中心とした伝統文化と地域活性化につい

ての調査 

2017-19 
体験教育旅行＆夏学習～都会と大自然の出会い（かつらぎ町も含

む） 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

美浜町 2017 日の岬・アメリカ村の歴史的資源等を活用した観光とふるさと教育 
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美浜町 

2019 カナダミュージアムにおけるミュージアム機能の強化 

2020-22 アメリカ村の観光コンテンツの発掘及び情報発信 

2023・24 美浜町の資源を生かした観光誘客 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

みなべ町 2012 みなべ町の新たな魅力発掘・発信事業（みなべ観光協会事業） 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

田辺市 

2008 
秋津野ガルデン附設レストラン「みかん畑」利用客の観光行動アンケ

ート調査、及び田辺市広域市町村圏の関係者との意見交換 

2009 農山村における UJI ターン者と地元住民との連携 

2012 和歌山県版・農山村ワーキングホリデーのシステム構築 

2017 ほっとスポット温川プロジェクト 

2024 地域塾による龍神村の資源を活かした山村活性化（L 活） 

 
市町村名 活動年度 活動テーマ 

白浜町 2023・24 
白良浜他海水浴場における集客力アップ及び顧客ニーズに合ったサ

ービスの企画開発 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

上富田町 

2008 観光資源調査と地域の農・商・工関係者との意見交換会 

2017 地域資源を活用した“おどろきと感動”の地域づくり 

2018･19 笑顔が広がる美しい里づくり 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

すさみ町 2008 各種体験観光施設の調査と関係者への聞き取り 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

串本町 2017 マグロ料理で観光ＰＲ 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

那智勝浦町 

2016-

18 

地域の文化や風習、そこで暮らす人々と直にふれあいながら、これ

からの地域・自分・社会のあり方・つながり方を考える 

2019 

地域の文化や風習の体験、獣害対策、農作業、冊子作りを通じて地

域の方々と触れ合い、地域・自分・社会のあり方・つながり方を考え

る 

2020-

22 

地域の文化や風習の体験を通じて、地域住民と触れ合い、地域・自

分・社会のより良いあり方・つながり方を考える。（興味関心に応じ

て）地域をフィールドにそれぞれの知見を深め、価値を創出してい

く。 

2023 ・

24 
中山間地域における地域ハブ（HUB）の役割と可能性を考える 
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市町村名 活動年度 活動テーマ 

新宮市 
2020・21 新宮市高田区における観光モデルコースの造成 

2024 新宮市を訪れる観光客のニーズ調査・分析及びコンテンツ発掘・発信 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

太地町 
2009 移民関連勉強会、および地域住民、町職員との意見交換 

2012 地域資源として移民輩出の歴史を活かした観光の活性化を考える 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

岬町 

2012 「道の駅」建設に伴う検討委員会 

2015 
マップを手にウォーキングをしたくなる気持ちを沸き立たせる「まち

歩きマップ」の作成 

2016 岬フィールドミュージアム構想 

2017 着地型観光による地域活性化の取り組み 

阪南市 

2016 産業観光ワークショップ HANNAN OSAKA cotton project 

2018･19 
地方創生にかかる地場産物商品に関する調査・研究、デザイン考案

等 

2020-22 
古代米を活用した商品開発、PR に関して。「古代米をおいしく食べ

る」 

2023・24 阪南市の産業振興と魅力発信 

田尻町 2015 君が見つけるたじりの魅力―出会いと交流で創る健幸のまち― 

熊取町 

2015 第 4 回熊取ふれあい農業祭 

2016 第 5 回熊取ふれあい農業祭 

2017 第 6 回熊取ふれあい農業祭 

岸和田市 

2021・22 港湾エリアにおける持続可能なまちづくり 

2021-23 
景観資源活用による景観意識の向上と地域の賑わい・活性化への貢

献 

2021・22 岸田和市とアドベンチャーワールドが創る未来の smile とは 

2023・24 古民家活用を通して地域課題の解決策を考え、実践する。 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

岩手県奥州市 

および和歌山

県 

2012 
故郷（ふるさと）への誇りを取り戻すためのグリーン・ツーリズ

ム 

2013 農村ワーキングホリデーを通じた農村再生の可能性を探る 

2014-21 
農村ワーキングホリデーを活用した都市農村交流の「鏡効果」

と農村再生手法としての可能性の検証 

北海道 

幕別町 
2014･15 

地域の観光に係る調査研究（観光と地域のあり方についての

調査研究及び観光資源の掘り起こし等） 

富山県 

南砺市 
2015 五箇山における持続可能な観光の実現に向けた実証調査 

長野県 

飯田市 
2015･16 道の駅遠山郷を核とした地域活性化 
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宮崎県 2016 

みやざき観光コンベンション協会からの依頼に基づいた同県

「波旅宮崎」キャンペーンのより効果的な展開に対する提案、

提言作成 

山口県岩国市

および愛媛県

新居浜市 

2020 瀬戸内カレッジ 2020 

岡山県津山市

および香川県

坂出市 

2021 瀬戸内カレッジ 2021 

広島県広島市

および香川県

さぬき市 

2022 瀬戸内カレッジ 2022 

福井県福井市

および富山県

南砺市 

2023 北陸カレッジ 2023 

 

地域･団体名 活動年度 活動テーマ 

JAいずみの管内 2011･12 JA 直営型農産物直売所を拠点とした都市農村交流の推進 

わかやま産業振

興財団 
2015･16 

特産果樹がもたらす共創価値の創造（新たな健康・産業づく

り） 

公益社団法人日

本マスタ－ズ陸

上競技連合 

2017 

公益社団法人日本マスターズ陸上競技連合が主催する国際・

第 38 回全日本マスターズ陸上競技選手権大会においてスポ

ーツを通じて、地域の人びとや海外競技者との国際交流 

和歌山県 

2018 
「ねんりんピック紀の国わかやま 2019」、大会参加者に対す

る観光ツアーの開発（和歌山県全域） 

2019 
「ねんりんピック紀の国わかやま 2019」における、観光ツア

ー同行を通じた観光業務の実践（和歌山県全域） 

2020・21 
「紀の国わかやま文化祭２０２１」学生による文化の魅力発信

（和歌山県全域） 

2021-23 
「林業×地域」の再発見による地域将来ビジョン策定とシナリ

オプランニング（田辺市龍神村） 

2023・24 

世界遺産登録２０周年プレインベント 

世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」を学び、熊野を盛り上げ

よう。 
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